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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 11,949 △6.3 348 △35.3 242 △43.7 147 △38.4

22年3月期第3四半期 12,747 △2.7 538 111.3 430 193.8 239 276.7

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 9.05 ―

22年3月期第3四半期 14.39 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 15,481 4,985 27.1 266.39
22年3月期 15,062 5,146 28.7 274.96

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  4,192百万円 22年3月期  4,327百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 2.50 ― 2.50 5.00
23年3月期 ― 2.50 ―

23年3月期 
（予想） 2.50 5.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 15,600 △6.0 360 △42.1 190 △61.7 10 △95.5 0.30



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸
表に対するレビュー手続は終了しております。 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在の将来に関する前提・見通し・計画に基づく予測が含まれておりま
す。経済情勢・市場環境等の著しい変動により、予想数値と異なる可能性があります。 
 なお、業績予想に関する事項は、四半期決算短信（添付資料）２ページ「(3)連結業績予想に関する定性的情報」をご参照ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.２「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 17,768,203株 22年3月期  17,768,203株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q  2,030,928株 22年3月期  2,029,906株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 15,737,798株 22年3月期3Q 16,274,296株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、中国をはじめとする新興国を中心とした経済成長により、

輸出産業を中心に企業業績は緩やかな回復基調で推移いたしました。一方、欧州の財政不安や米国経済の失業率の

高止まり等による世界景気の下振れ懸念や円高の影響から雇用情勢やデフレの改善に至らず、個人消費は伸び悩み

物価の下落傾向は続くなど、国内経済の先行きは極めて不透明な状況で推移しております。 

パッケージ業界におきましても、内需全般が依然脆弱なことから個人消費が低迷し、受注環境はますます厳し

い状況にあります。 

このような中、当社グループは“包装を通じて社会に奉仕します”という社是に則り、お客様の満足と信頼を

高めるべく製品とサービスの品質向上に努め、将来を見据えた中長期的な経営課題に取り組むとともに積極的な営

業活動を展開してまいりました。 

 その結果、売上高は11,949百万円（対前年同期比6.3%減）、営業利益は348百万円（対前年同期比35.3%減）、経

常利益は242百万円（対前年同期比43.7%減）、四半期純利益は147百万円（対前年同期比38.4%減）となりました。

   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ420百万円増加し、15,481百万円とな

りました。これは、主に売上債権が増加したこと等によるものであります。 

 当第３四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べ580百万円増加し、10,496百万円となり

ました。これは、借入金の増加等によるものであります。 

 当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ160百万円減少し、4,985百万円となり

ました。 

 当第３四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローの状況は、次の通りであります。 

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益241百万円、減価償却費469百万円の増加、売上

債権の増加695百万円による減少等により68百万円の減少となりました。  

投資活動によるキャッシュ・フローは、設備投資等により454百万円の減少となりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金の増加等により458百万円の増加となりました。 

 以上の結果、当第３四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は、前連結会計期間末に比べ103百万円減少

し、1,114百万円となりました。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 通期の業績予想につきましては、平成22年11月12日発表の予想から変更しておりません。 

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。  

   

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

1．簡便な会計処理  

 該当事項はありません。  

2．特有の会計処理  

 該当事項はありません。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

資産除去債務に関する会計基準の適用  

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

および「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用

しております。これに伴う当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益および税金等調整前四半期純利益に与

える影響は軽微であります。  

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,330 1,472

受取手形及び売掛金 4,525 3,879

商品及び製品 695 743

仕掛品 312 319

原材料及び貯蔵品 271 327

その他 558 353

貸倒引当金 △11 △11

流動資産合計 7,680 7,082

固定資産   

有形固定資産   

機械装置及び運搬具（純額） 2,140 2,039

土地 1,689 1,689

その他（純額） 1,572 1,754

有形固定資産合計 5,400 5,482

無形固定資産 70 80

投資その他の資産   

投資有価証券 1,475 1,583

その他 848 836

投資その他の資産合計 2,323 2,419

固定資産合計 7,793 7,980

繰延資産   

社債発行費 8 －

繰延資産合計 8 －

資産合計 15,481 15,062



（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,732 3,649

短期借入金 2,165 1,978

1年内返済予定の長期借入金 834 824

1年内償還予定の社債 － 300

未払法人税等 34 93

賞与引当金 50 122

その他 865 827

流動負債合計 7,679 7,793

固定負債   

社債 700 300

長期借入金 1,529 1,247

退職給付引当金 432 427

役員退職慰労引当金 143 149

資産除去債務 3 －

その他 10 －

固定負債合計 2,817 2,123

負債合計 10,496 9,916

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,151 2,151

資本剰余金 1,383 1,383

利益剰余金 1,061 993

自己株式 △238 △238

株主資本合計 4,358 4,289

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △57 31

為替換算調整勘定 △108 8

評価・換算差額等合計 △165 38

少数株主持分 793 819

純資産合計 4,985 5,146

負債純資産合計 15,481 15,062



（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 12,747 11,949

売上原価 10,604 10,004

売上総利益 2,143 1,945

販売費及び一般管理費 1,605 1,597

営業利益 538 348

営業外収益   

受取利息 10 8

受取配当金 15 19

その他 22 20

営業外収益合計 48 47

営業外費用   

支払利息 62 56

為替差損 9 2

その他 85 95

営業外費用合計 156 153

経常利益 430 242

特別損失   

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1

特別損失合計 － 1

税金等調整前四半期純利益 430 241

法人税、住民税及び事業税 120 107

法人税等調整額 28 △47

法人税等合計 149 60

少数株主損益調整前四半期純利益 － 180

少数株主利益 43 33

四半期純利益 239 147



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 430 241

減価償却費 486 469

受取利息及び受取配当金 △25 △26

支払利息 62 56

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1

売上債権の増減額（△は増加） △846 △695

たな卸資産の増減額（△は増加） 299 86

仕入債務の増減額（△は減少） 182 168

その他 △126 △200

小計 463 99

利息及び配当金の受取額 45 47

利息の支払額 △64 △56

法人税等の支払額 △108 △158

営業活動によるキャッシュ・フロー 336 △68

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △85 △159

定期預金の払戻による収入 150 181

有形固定資産の取得による支出 △428 △445

有形固定資産の売却による収入 1 1

投資有価証券の取得による支出 △1 △1

投資有価証券の売却による収入 0 0

その他 △21 △30

投資活動によるキャッシュ・フロー △384 △454

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 779 187

長期借入れによる収入 500 1,000

長期借入金の返済による支出 △983 △707

社債の発行による収入 － 400

社債の償還による支出 － △300

自己株式の純増減額（△は増加） △0 △0

配当金の支払額 △78 △75

少数株主への配当金の支払額 △38 △46

その他 － △1

財務活動によるキャッシュ・フロー 181 458

現金及び現金同等物に係る換算差額 7 △39

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 139 △103

現金及び現金同等物の期首残高 1,080 1,217

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,219 1,114



該当事項はありません。  

  

 [事業の種類別セグメント情報] 

  前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

   製品の種類、性質、製造方法、販売市場等の類似性から判断して、同種・同系列のパッケージを専ら製造・

販売しているので、事業の種類別セグメント情報は記載しておりません。 

  

 [所在地別セグメント情報] 

  前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

 [海外売上高] 

前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

 （注）１ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

アジア……中国、台湾  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
日本 

（百万円） 
アジア

（百万円） 
計

（百万円） 
消去又は全社 
（百万円） 

連結
（百万円） 

売上高  

(1）外部顧客に対する売上高  11,208  1,539  12,747  －  12,747

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
－  620  620 (620)  －

計  11,208  2,159  13,368 (620)  12,747

営業利益  436  232  667 (129)  538

  アジア 計

Ⅰ 海外売上高（百万円）  1,539  1,539

Ⅱ 連結売上高（百万円）        12,747

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合（％）  12.1  12.1



 [セグメント情報] 

１．報告セグメントの概要  

当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日） 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営

資源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社は、主として印刷紙器の生産・販売を行っており、日本および中国（台湾を含む）の生産・販売体制

を基礎とした包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。したがいまして、日本および中国の２

つを報告セグメントとしております。 

  

     ２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日） 

                                         （単位：百万円）

  

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）  

当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日） 

                                        （単位：百万円）

 （注）その他の調整額は主に報告セグメントに帰属しない管理部門に係る費用であります。 

  

 （追加情報） 

  第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３月

 27日）および「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３月

 21日）を適用しております。 

  

該当事項はありません。 

  

  日本 中国 合計

売上高                  

(1）外部顧客への売上高  10,326  1,622  11,949

(2）セグメント間の内部売上高又は振替高  －  566  566

計  10,326  2,188  12,515

セグメント利益  287  205  493

利益 金額 

報告セグメント計  493

セグメント間取引消去  30

その他の調整額  △174

四半期連結損益計算書の営業利益  348

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記


	ヘッダー1: 
	ヘッダー2: 
	ヘッダー3: 古林紙工㈱（3944）平成23年3月期 第3四半期決算短信
	ヘッダー4: 古林紙工㈱（3944）平成23年3月期 第3四半期決算短信
	ヘッダー5: 古林紙工㈱（3944）平成23年3月期 第3四半期決算短信
	ヘッダー6: 古林紙工㈱（3944）平成23年3月期 第3四半期決算短信
	ヘッダー7: 古林紙工㈱（3944）平成23年3月期 第3四半期決算短信
	ヘッダー8: 古林紙工㈱（3944）平成23年3月期 第3四半期決算短信
	ヘッダー9: 古林紙工㈱（3944）平成23年3月期 第3四半期決算短信
	ヘッダー10: 古林紙工㈱（3944）平成23年3月期 第3四半期決算短信
	フッター1: 
	フッター2: 
	フッター3: - 1 -
	フッター4: - 2 -
	フッター5: - 3 -
	フッター6: - 4 -
	フッター7: - 5 -
	フッター8: - 6 -
	フッター9: - 7 -
	フッター10: - 8 -


